
答 申 書 

令和５年１月  日 

 

宗像地区事務組合 

組合長 原 﨑 智 仁 様 
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会長 吉 田 益 美 

 

 

宗像地区事務組合水道ビジョン（令和５年度改訂版）の策定について（答申） 

 

 

 令和４年８月５日付け４宗事経第４４４号で諮問のあった「宗像地区事務組合水道ビジョ

ンの中間見直し案」について、本審議会において慎重に審議した結果、次のとおり結論を得た

ので答申する。 

 

記 

 

【水道ビジョンについて】 

  当審議会において、前回のビジョン策定から５年間の事業の進捗状況や、水道事業を取り

巻く環境の変化を反映し、改めて課題を分析、評価および議論をかさね、今後５年間の水道

事業のあるべき姿、ならびに方向性を描いた水道ビジョン（令和５年度改訂版）を別添のと

おり作成した。 

なお、各施策を実施するにあたっては、以下の項目について留意していただきたい。 

 

１ お客様に安心・安全な水を安定して供給できるよう、計画的に施設の更新や耐震化の推進、

災害に強い水道事業の構築を行うこと。また、人口増加に伴う水需要の増について、配水ブ

ロックの再編成に加え、浄水場の増強や浄水受水量の増量などの対応策について多角的、総

合的に検討し、効率的な水運用を行っていただきたい。 

 

２ 将来に亘って安心・安全な水を供給するために、経営の効率化、適正な受益者負担に基づ

いた料金収入の確保、および職員の人材育成を図ることにより、経営基盤の強化を行い、持

続可能な水道事業の運営に努めていただきたい。 

 

３ この水道ビジョンを各種媒体により市民に広報広聴し、積極的に周知を図るとともに、次

回の新水道ビジョンの策定においては、改めて市民の声に真摯に向き合い、基本理念である

「お客様に信頼される水道を次の世代へ」を確実に実現できるよう、中・長期的な視点に立

った効果的及び効率的な事業計画を策定していただきたい。 

 

（案） 
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審 議 経 過 

 

区 分 日 時・場 所 審 議 内 容 

第１回 

令和４年８月５日（金） 

多礼浄水場 管理本館 3階 

大会議室 

・諮問「水道ビジョンの中間見直し案について」 

・今後のスケジュールについて 

・水道ビジョン策定の趣旨と水道事業の概要について 

・会議録作成要領等について 

第２回 

令和４年１０月２５日（火） 

多礼浄水場 管理本館 3階 

大会議室 

・水道ビジョン（令和５年度改訂版）について 

第３回 

令和４年１１月２２日（火） 

多礼浄水場 管理本館 3階 

大会議室 

・水道ビジョン（令和５年度改訂版）について 

第４回 

令和４年１２月１２日（月） 

多礼浄水場 管理本館 3階 

大会議室 

・水道ビジョン（令和５年度改訂版）について 

・答申書（案）について 

 


